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① 経済学って何の研究？
けいざいがく なん けんきゅう



市場経済

経済学って、何を研究している？

経済学は、市場経済という経済体制の下で、最適な資源配分が実現される
かどうかを研究する学問です。

最適な資源配分

けいざいがく  なに  けんきゅう

しじょう けいざい

さいてき しげんはいぶん



生産者 消費者

交換

取引

商品の流通

市場経済とは、市場を通じて商品（財・サービス）の売買が自由に行われる
「取引のしくみ」のことです。 「財・サービス」とは、生産物のことです。

とりひき

せいさんしゃ しょうひしゃ

しょうひん  りゅうつう

こうかん

分配
ぶんぱい



生産者 消費者

交換

商品の流通

取引とは、商品と代金を交換することです。生産者と消費者の間で商品を売
買することです。取引が成立すると、商品は生産者から消費者へ届けられま
す。取引には、商品を流通、分配させる役割があります。

とりひき

せいさんしゃ しょうひしゃ

しょうひん  りゅうつう

こうかん

分配
ぶんぱい



また、大勢の売り手と買い手が集まって、商品の取引価格を決定する場所のこ
とを市場といいます。商品とは、市場で取引される生産物（財・サービス）のこ
とです。商品の価格は市場で決まります。

企業

売り手 買い手

家計



生産者 消費者

取引成立 交換

市場経済

流通・分配

しじょう  けいざい

せいさんしゃ
しょうひしゃ

りゅうつう   ぶんぱい

とりひき せいりつ こうかん

「市場価格で取引する」とは、市場の参加者（売り手と買い手）全員が納得す
る形で商品と代金を「交換」することを意味します。つまり、全員が満足する形
で商品が流通・分配されるのです。これを「最適な資源配分」といいます。

最適な資源配分
さいてき しげん はいぶん



生産者 消費者

取引成立

市場経済

快適な生活

市場経済とは、市場で決定される価格によって、消費者が必要とする商品
（財・サービス）が提供される経済体制のことです。お金を支払えば、自分が
欲しいと思う商品を購入できます。これが、自由主義の経済体制です。

しじょう  けいざい

せいさんしゃ
しょうひしゃ

かいてき せいかつ

とりひき せいりつ



② 市場経済モデル
しじょう けいざい



市場経済

市場経済のしくみは、財市場、労働市場、企業、家計の４つの部門の関係で
説明されます。

市場経済 のしくみ
しじょう    けいざい

ざい しじょう

ろうどう しじょう

きぎょう

企業 家計
かけい

0/4000



経済学では、取引の担い手となる生産者のことを企業、消費者のことを家計
と呼びます。企業と家計のことを経済主体といいます。

生産者 消費者

企業
家計

経済主体

きぎょう

せいさんしゃ
かけい

けいざい しゅたい

企業と家計
きぎょう かけい

しょうひしゃ



企業は財・サービスの売り手で供給者です。家計は、買い手で需要者です。
通常、消費者といいます。一方、家計は労働力の売り手で労働者です。企業

は買い手で雇用者です。雇用者は、労働者に賃金を支払います。

ざい しじょう

ろうどう  しじょう

きぎょう  こうどう

企業の行動 家計の行動
かけい こうどう

0/4000

消費者

労働者

しょうひしゃ

ろうどうしゃ

生産者
せいさんしゃ

こようしゃ
雇用者

買う

売る

売る

買う
か う

う  か



商品

財・サービスとお金（代金）を取引する市場を「財市場」といいます。 商品とお
金を交換します。企業（生産者）が売り手、家計（消費者）が買い手です。

ざい しじょう

ろうどう  しじょう

家計
かけい

企業
きぎょう

0/4000

消費者
しょうひしゃ

売り手
う て

せいさんしゃ
生産者

か て
買い手

交換
こうかん

ざい

財・サービス
代金
だいきん



一方、「労働力」という商品が取引される市場を「労働市場」といいます。家
計が労働力の売り手で労働者です。企業は買い手で雇用者です。雇用者は、
労働者に賃金を支払います。

ざい しじょう

ろうどう  しじょう

家計
かけい

企業
きぎょう

0/4000

労働者
ろうどうしゃ

売り手
う て

こようしゃ

雇用者

か て
買い手

交換
こうかん

賃金
ちんぎん

労働力
ろうどうりょく



企業の行動

企業は、「労働力」を雇用して、商品を生産します。労働市場で労働者を雇用
し、財市場で商品を販売して利潤（もうけ）を追求します。これを「企業の行
動」といいます。

きぎょう こうどう

生産物を生産する（商品を売る）
せいさんぶつ せいさん しょうひん う

労働者を雇う（労働力を買う）
ろうどうしゃ やと ろうどうりょく か

きょうきゅう
供給

商品の
しょうひん
商品の



原材料を安く買う

利潤最大化
りじゅん さいだいか

げんざいりょう やす か生産・販売

企業は、原材料をできるだけ安く仕入れして市場価格で販売すると利潤（も
うけ）を最大化できます。 これは、生産物の販売価格があらかじめ市場で
決められているためです。売上とコストとの差額が利潤ですから、コストを
下げることができれば、利潤は最大化されます。

せいさん はんばい

じょうず    し い

利潤＝売上ｰ原価
りじゅん うりあげ げんか



家計は、就労により所得（収入）を得ます。労働市場で労働力を売ることで
所得（賃金）を得ます。受け取った所得の範囲内で、財市場で買物をして商
品を消費します。これを「家計の行動」といいます。

生産物を消費する（商品を買う）
せいさんぶつ しょうひ しょうひん  か

家計の行動 
かけい こうどう

働いて賃金を得る（労働力を売る）
はたら ちんぎん え ろうどうりょく  う

じゅよう
需要

商品の
しょうひん



家計の所得は一定ですから、限界効用が大きい順に買物を進めると効用（満
足度）は最大化されます。限界効用とは、財（モノ）を1単位追加して消費する
ことによる効用（満足度）の増加分のことです。

効用最大化
こうよう さいだいか

じょうず  かいもの

幸せ 満足！
しあわ まんぞく

おお じゅん しょうひん せんたく

限界効用（追加の満足度）の
げんかい こうよう ついか まんぞくど

大きい順に商品を選択する



買う

売る

売る

買う

価格

賃金

ざい しじょう

しじょう けいざい

労働市場
ろうどう    しじょう

財市場

かかく

ちんぎん

きぎょう

企業

（生産者）

（労働者）

（消費者）

家計
かけい

（雇用者）

せいさんしゃ

こようしゃ ろうどうしゃ

しょうひしゃ

か  う

う  か

ざっくり、まとめると

市場経済モデルとは、企業と家計が財・サービスと労働力を交換する「資源
配分のしくみ」を説明するためのモデルのことです。



少し深堀りしてみましょう！
すこ ふか ぼ

（１） と
せいさん  ようそ  しじょう  ろうどう かちせつ

（２） 市場経済における の役割
しじょう  けいざい せいふ やくわり



ざい しじょう

市場経済モデルにおいて、労働価値説が採用された場合、生産要素市場は
労働市場に置き換えられます。労働価値説とは、製品の価値はその製造に

費やされた労働量によって決定されるという学説です。

しじょう けいざい

0/4000

企業
きぎょう

家計
かけい

（１）

企業
きぎょう

家計
かけい

ろうどう しじょう

ざい しじょう

生産要素市場と労働価値説
せいさん  ようそ  しじょう  ろうどう かちせつ

せいさん    ようそ  しじょう



生産要素市場

0/4000

土地  
とち

生産要素市場とは、生産物（財・サービス）を作るために必要な原材料を取
引する市場のことです。生産要素とは、土地、資本、労働のことを指します。

（１） 生産要素市場と労働価値説せいさん  ようそ  しじょう  ろうどう かちせつ

資本  

労働

しほん

ろうどう

自然資源
しぜん  しげん

機械・設備     元手

労働力（人間の知能・技術）

きかい せつび      もとで

ろうどうりょく にんげん  ちのう   ぎじゅつ

原材料
げん ざいりょう

せいさん ようそ しじょう



労働価値説
ろうどう かち せつ

0/4000

土地  
とち

労働価値説に従えば、生産要素財の価格は、その製造に費やされた労働量
の価値と考えられます。

（１） 生産要素市場と労働価値説せいさん  ようそ  しじょう  ろうどう かちせつ

資本  

労働

しほん

ろうどう

地代
ちだい

利子

賃金

りし

ちんぎん

所有者

労働量
ろうどうりょう

労働量
ろうどうりょう

労働量
ろうどうりょう

しょゆうしゃ



労働価値説
ろうどう かち せつ

0/4000

土地  
とち

例えば、地代は、借主が地主に支払う賃料です。地代は整地に要した労働量
の対価と考えられます。利子は、資本（元手）の貸主に支払う賃料です。利子

は資本を調達するのに費やした労働量の対価と考えられます。

（１） 生産要素市場と労働価値説せいさん  ようそ  しじょう  ろうどう かちせつ

資本  

労働

しほん

ろうどう

地代
ちだい

利子

賃金

りし

ちんぎん

所有者

労働量
ろうどうりょう

労働量
ろうどうりょう

労働量
ろうどうりょう

しょゆうしゃ



ざい しじょう

つまり、労働価値説を採用するとき、「生産要素市場」は、「労働市場」に置
き換えられます。

しじょう けいざい

0/4000

せいさん    ようそ  しじょう

企業
きぎょう

家計
かけい

（１）

企業
きぎょう

家計
かけい

ろうどう しじょう

ざい しじょう

生産要素市場と労働価値説
せいさん  ようそ  しじょう  ろうどう かちせつ



ちなみに、「生産物の価値がどう決まるか」に関して３つの考え方があります。
➀ 労働価値説 ② 効用価値説 ➂ 希少性の原理 です。

生産物の価値の決定要因
せいさんぶつ かち けってい よういん

0/4000

労働価値説
モノの価値は、モノの生産に投入された労働量によって決まるとする理論です。
この理論は、18世紀のイギリスの経済学者であるアダム・スミス
（主著『国富論』( 1776 )）によって提唱されました。

効用価値説

希少性の原理

モノの価値は、モノから得られる限界効用によって決定されるとする理論です。
この理論は、19世紀のフランスの経済学者であるレオン・ワルラス
（一般均衡理論 ( 1870年代)）によって提唱されました。

モノの価値は、モノの希少性によって決まるとする理論です。この理論は、 
20世紀のスウェーデンの経済学者カール・グスタフ・カッセル
（主著『社会経済の理論』(1918)）によって提唱されました。

ろうどう  かち せつ

こうよう   かち せつ

きしょうせい げんり





ざい しじょう

市場経済は、企業と家計の間で資源配分を行う経済体制です。しかし、現
実の経済体制には、政府という経済主体が存在します。その役割は何か？

考えてみましょう。

0/4000

ろうどう しじょう

企業
きぎょう せいふ

家計
かけい

（２） 市場経済における政府の役割
しじょう  けいざい せいふ やくわり 財・サービス  労働の流れ

お金の流れ

ざい ろうどう なが

かね  なが



ざい しじょう

市場経済における政府の役割

政府の役割は、需要を補ったり、所得を再分配することです。市場がうまく機
能しない場合に、政府が市場に介入します。

市場経済における政府の役割

0/4000

ろうどう しじょう

企業
きぎょう

しじょう  けいざい せいふ やくわり

政府
せいふ

家計
かけい

公共事業

産業振興

税金

税金

社会保障

公共サービス

こうきょうじぎょう

さんぎょうしんこう

ぜいきん

しゃかい ほしょう

こうきょう

ぜいきん



ざい しじょう

市場経済における政府の役割

政府は企業から税金を徴収して公共事業や産業振興の形で需要不足を補
います。また、家計から集めた税金は、社会保障や公共サービスの形で所

得の再分配に回します。

市場経済における政府の役割

0/4000

ろうどう しじょう

企業
きぎょう

しじょう  けいざい せいふ やくわり

政府
せいふ

家計
かけい

公共事業

産業振興

税金

税金

社会保障

公共サービス

こうきょうじぎょう

さんぎょうしんこう

ぜいきん

しゃかい ほしょう

こうきょう

ぜいきん



➂ 市場メカニズム
しじょう



市場メカニズム

需要供給

価格

市場メカニズムとは、価格が「需給の過不足」を自動的に調整し一致させる
しくみのことです。需要量と供給量が一致すると取引が成立して、均衡価格
と均衡取引量が決まります。 

しじょう

かかく

きょうきゅう じゅよう

商品



市場において、超過供給になると、価格が下がり、需要が増えます。超過需
要になると、価格が上がり、需要が減ります。その結果、需要と供給は一致
して取引が成立します。このしくみを市場メカニズムといいます。

供給>需要 価格↓

需給の過不足の調整

供給<需要 価格↑

市場均衡

市場メカニズム

需要供給
きょうきゅう じゅよう

しじょう きんこう

しじょう

きょうきゅう じゅよう かかく

きょうきゅう じゅよう かかく

じゅきゅう  かふそく ちょうせい



市場メカニズムにより均衡

供給
需要

価格↑

需要
供給

価格↓
需要供給

均衡

市場経済が最適な資源配分を達成することを「市場均衡」といいます。市
場均衡とは、供給（売り注文）と需要（買い注文）が一致して安定している
状態のことです。 

供給>需要 供給<需要

しじょう きんこう

きょうきゅう じゅよう きょうきゅう じゅよう

きんこう

きょうきゅう じゅよう
かかく かかく



市場メカニズムの同義語

ちなみに、市場メカニズムの同義語として、価格メカニズム、価格調整メカ
ニズム、価格機構、市場機構などがあります。

しじょう    

かかく ちょうせい

0/4000

かかく

かかく きこう

しじょう きこう



ところで



産業革命という出来事！
さんぎょう かくめい できごと

飛躍的な経済発展
ひやくてき けいざい はってん 生産量増大

せいさん りょう ぞうだい

１８世紀後半から19世紀前半のイギリス
（おおよそ1760年～184０年）

商品

市場経済は、産業革命から生まれた生活様式です。産業革命は、18世紀後
半から19世紀前半までの約80年間に英国で起こった劇的な経済発
展のことです。



技術革新
ぎじゅつ かくしん

発明
はつめい

商品

生産量増大
せいさんりょう ぞうだ
い

機械・技術
きかい ぎじゅつ

産業革命により、人々の生活様式は、工場で働き、収入を得て、市場で自由に商品
を選択する生活様式に変わりました。



資源配分のしくみ

アダム•スミス

「市場経済は最適な資源配分のしくみである！」 これを見つけたの
は、アダム・スミスです。

最適な

しじょう けいざい

市場経済

さいてき

しげん はいぶん



アダム•スミス

市市場場経経済済

モノ モノ

国富増大!

モノ

自由競争
市場取引

“見えざる手”

『国富論』 1776年
こくふろん

じゆうきょうそう

しじょう とりひき

み て

こくふ ぞうだい

アダム•スミスは、18世紀の英国の経済学者です。スミスは、1776年に
『  国  富  論  』を出版しました。そこで「市場において自由競争に任せて取引す
ると、「見えざる手」の力で、国富は増大する」という考えを発表しました。



まとめ



市場経済とは、市場を使って資源を配分する経済体制のことです。財市場
で、モノとカネ（代金）を取引(交換）すると同時に、労働市場で、労働とカネ

（賃金）を取引（交換）する資源配分のしくみのことです。

しじょう    けいざい

ざい しじょう

ろうどう しじょう

きぎょう

企業 家計
かけい



では、また次回



制作 金融大学
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